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図3.1.6a、b　右側天然歯、左側インプラント周囲にかかる咬合力の光弾性実験。天
然歯は歯根膜の存在により咬合力は歯の周囲のみに力がかかるが、インプラントで
は歯根部から頬側骨全体に広がる（参考文献 2 より引用）。

図3.1.5　インプラントにかかる咬合力
は、インプラント周囲だけでなく上顎洞
前壁から側頭部全域に広がる（参考文献
2 より引用）。

図3.1.7a～c　イヌの第一後臼歯および同部位に植立したインプラントに側方力を加えた時の荷重量と変位量との関係。インプラ
ントと天然歯は歯根膜があるかないかにより大きな違いが出る。歯根の周囲には約0.1mm（100～400μm）の歯根膜腔があるので、
歯周組織が正常な場合でも、歯に荷重が加わると歯は動揺する。天然のイヌ第一後臼歯に荷重を加えると初期動揺（歯冠に水平
方向から 0 〜100g の力を加える）と中間期動揺（歯に100～500g の水平荷重を加えると荷重の増加にともなって歯の動揺度は歯槽
骨にまで及び、歯槽骨にひずみを生じる）との変曲点が認められ、インプラントと下顎骨とが堅固に一体化している場合は変曲
点は認められない。つまり、インプラントは骨と結合しているため、骨全体に荷重が広がる。天然歯と比較してインプラントの
荷重は大きな応力となり、骨全体に広がり偏頭痛や違和感に関連する場合がある（参考文献 1 より引用・改変）。

咬合荷重のかかる角度

60°
45°

30°

0 ° 舌
側

頬
側

60°

170 280 390 （g）

（μm）
400

300

200

100

45°

30°

0 °

変曲点

天然歯

60°

170 280 390 （g）

（μm）
400

300

200

100

45°
30°

0 °

インプラント

Martin Gross. The Science 
and Art of Occlusion and Oral 
Rehabilitation. London : Quin-
tessence Publishing co, Ltd, 
2015；333. より引用・改変。

Martin Gross. The Science 
and Art of Occlusion and Oral 
Rehabilitation. London : Quin-
tessence Publishing co, Ltd, 
2015；331. より引用・改変。

Martin Gross. The Science 
and Art of Occlusion and Oral 
Rehabilitation. London : Quin-
tessence Publishing co, Ltd, 
2015；331. より引用・改変。

3章　ファイナルレストレーション装着後の口腔周囲筋ケアとは？
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みが生じる）との変曲点が認められるが、インプラント

と下顎骨が堅固に一体化している場合は変曲点は認めら

れない（図3.1.7）１ ）。

　このことから ４ 本ないし ６ 本で補綴物を支えるタイプ

の構造物は、土台となる骨が微妙に動くことを考慮する

必要があり、それぞれインプラントポジションを適正に

配する必要があると同時に、その口蓋部などの骨の変形

を必要最小限にするためにも、筋機能訓練が必要なので

ある。

　また、咀嚼力が発揮されることでインプラントを通し

て応力が骨全体に広がることから、このことが頭蓋部、

顎関節部全体に関連痛の原因になることがあり、筋力の

コントロールが必要であることを十分理解する必要があ

る。

3.1　プロビジョナルレストレーション装着時の口腔周囲筋トレーニングの継続の意義
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